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第一次世界大戦以後のアラブ
独立運動について、以下の語
句を用いて120字以内で説明
しなさい。
 マクマホン　イブン=サウード

▲ イブン=サウードとF.ローズヴェルト
サウード家は米系石油資本に油田開発権
を与え、米国の同盟国となった。



シーア派の法学者。
パン=イスラーム主義
を唱え、オスマン帝国
スルタンに面会を求め
るが、幽閉される。

バーブ教団の指導者。
信徒から救世主と見な
され、カージャール朝
に処刑されたことが、
バーブ教徒の乱を招く。

民族主義者の軍人。
ロシア革命に乗じて
クーデタに成功し、
法学者に推されて
王（シャー）となる。
（パフレヴィー朝）



ワッ
 ハーブ
　 王国

ケマルとレザー

キプリング『少年キム』
…英領インド生まれの
　白人孤児が主人公。
　Great Gameの言葉
　は本書で普及した。

テヘラン会談(1943.11月)
…対ドイツの第二戦線問題を協議。
　当時イランは英軍占領下にあった。












